
期の途中から部門管理を始めるには、以下の処理が必要です。 

 

①F7-1 年度別会計マスタ登録にて「部門管理あり」をチェックします。 

②F7-1 部門マスタ登録にて、部門の名前を決めます。 

③F7-1 部門構成マスタにて、部門構成を決めます。 

④F7-2 科目マスタ一覧登録にて、どの科目を部門管理するか決めます。 

⑤F7-4 部門別科目期首残高登録にて、部門ごとの期首残高を定めます。 

 ※⑤は初年度しか使用できません。2年銘以降は振替仕分にて部門別期首残高を設定します。 

 

次ページより、詳しい操作方法をご案内します。 

  



①F7-1 年度別会計マスタ登録にて「部門管理あり」をチェックします。 

 

②F7-1 部門マスタ登録にて、部門の名前を決めます。 

 

  



③F7-1 部門構成マスタにて、部門構成を決めます。 

 

より詳しい使用方法は、部門構成マスタ登録のヘルプをご覧してください。 

④F7-2 科目マスタ一覧登録にて、どの科目を部門管理するか決めます。 

 

  

部門構成マスタ登録のヘルプ


⑤F7-4 部門別科目期首残高登録にて、部門ごとの期首残高を定めます。 

  

※⑤は初年度しか使用できません。2年銘以降は振替仕分にて部門別期首残高を設定します。 

翌年度へ年次繰越を行う前、である場合 

① 今期末の決算整理時に、仕訳を入力する。（括弧書きの内容が部門です） 

  例：  売掛金 （A商店) 800  ／売掛金 （その他)  2000 

      売掛金 （B工業） 500  ／ 

      売掛金 （C商事） 700  ／ 

② 決算が確定次第、年次繰越処理を行う。 

③ 翌年度の期首残高に各部門の残高が反映される。 

 

翌年度へ年次繰越を行った後、である場合 

① 今期末の決算整理時に、仕訳を入力する。（括弧書きの内容が部門です） 

  例：  売掛金 （A商店) 800  ／売掛金 （その他)  2000 

      売掛金 （B工業） 500  ／ 

      売掛金 （C商事） 700  ／ 

   ※この場合は、期首残高に部門の残高は反映されません。 

 

   ※通常の状態ですと、「その他部門」は出ません。下記を設定してください 

 


